
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 季節は雨季に変わり、日ごとに雨が降る

ようになりました。しかし、雨季を前に基

礎工事のほとんどが終了したので、現在は

レンガを接着させ壁面作成作業に入ってい

ます。 

 それまでの作業では左の写真のように、

砂利とセメントそして水を混ぜ合わせて左

下の写真のように地中土台の作成を行いま

した。この土台の上に更に学校床部分など

を足していきます。はじめて見る方からす

れば本当に硬くなるのか疑問に思うだろう

と思いますが、乾燥した後は、日本でも良

く見られるコンクリートと同じような強度

なります。建設作業の多くは手作業と機械

で行います。セメントも当日に職人たちが

水、砂、セメントの分量を考慮し、その日

に適応したセメントを練り上げていきま

す。 

 

↑
セ
メ
ン
ト
の
作
り
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→↓体がすっぽり埋まるほどの穴を手作

業で掘り続ける。 

 着々と工事の作業が進む姿を村人は楽しんでみて

いるそうです。学校がどのような行程でできるの

か、自分たちの子どもにも教えたいと村人は言って

います。彼は作業の様子をみんなに伝え大切に使う

ように村人たちに伝えるとも言っています。 

どうもありがとうございます。 

↓
固
め
終
わ
っ
た
地
中
土
台
は
レ
ン
ガ

を
使
用
し
連
結
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
四

角
い
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
先
ほ
ど
の
土
台
が
乾
燥
し
た
様
子

で
す
。 

↓乾燥するまで寝かせます。 

↓→型にはめながら、

柱を作っていきます。

こちらの方も職人の手

作りです。 


